
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

No. ３０ ２０１６年１月発行 

目 次 

私の図書館活用法  

  ～在学生の声を聞きました!～････････ 1 

インフォメーション  ･･････････････････ 2 

各学部・学科ならではの、図書館のメリットを生かした活用法について、在学生に聞いてみました！ 

みなさんも、是非自分なりの図書館活用法を見つけて、学園生活をより豊かな時間にしてみてはいかがでしょうか？ 

１  

皆さんは、図書館をよく利用しますか？ 

図書館の利用の方法は人それぞれだと思いますが、私がどのように利用していたか紹介したいと思います。 

私は頻繁に図書館を利用していたわけではありませんが、特に卒論の際にはとても活用させていただきました。  

卒論の資料は、もとから図書館にある本だけでは足りないことが多々あると思います。テーマを早くから決めておく

と、学生選書ツアーに参加して、必要な本を図書館に入れることができるので、とても便利です。私は 3 年生の時に

参加し、卒論のテーマに関する本を入れていただきました。専門的な本は他に借りる人があまりいないので、資料を  

    独り占めして、まるで図書館を自分の本棚のように使うことができました。 

                   図書館は課題や勉強の時の強い味方です。それだけでなく、空き時間を過ごすのにも居心地

がよく、快適な場所です。自分なりの利用方法を見つけて、十分に活用してみてください。 

※ 図書館運営委員会より：選書ツアーは、例年 6 月頃に実施されます。 

※ 卒論の題目は「日本的ムーミンの誕生～口はどこにあるのか～」でした。 

 

 

 私は、実習が始まる前になると図書館に行き、絵本や紙芝居をよく借りていま

した。地元の図書館にはおいていない新しい絵本や、種類豊富な紙芝居がある  

のでとても便利です。実習用に借りることを伝えると普段よりも長く借りること

ができるので、少し早めに借りて家で読み聞かせの練習をすることもできます。  

また、季節に合った絵本も紹介されているので是非実習で読んでみてください。 

 また、OPAC で探している本をすぐに検索できるのもとても便利です。本を    

借りるだけでなく、なかなか家で課題に集中できない時は、静かで集中できる  

図書館を利用しています。十条台キャンパスの図書館は保育系の図書が充実して

いるので活用してみてください。  

 ※ 実習用の貸出は、実習開始日の 7 日前から実習終了日の 7 日後まで可能です。 

 

 

 私は、主にひとりでいる時間に大学の図書館を利用しています。個人席があり、静かに 

集中して学習することができるからです。授業の課題はもちろん、図書館内にある簿記の 

テキストや TOEIC のテキストを借りて勉強することもあります。 

 勉強だけでなく、興味ある本を探す時もあります。図書館には PC が設置されており、  

自分の読みたい本を検索することができます。最近は、PC だけでなくスマートフォン  

からでも検索できるので、とても便利だと思いました。  

 また、ゼミの調査で日経テレコムというデータベースを利用しました。見出し語を検索すると日本経済新聞の中

から関連記事を一度に選び出してくれるため調べやすかったです。図書館のデータベースには、他にも様々な新聞

や雑誌の記事があると紹介してもらったので、これから使っていきたいと思います。  
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〒114-0033東京都北区十条台 1-7-13 

Tel:03-3908-3529  
Fax:03-3908-4549  

http://www.tsc.ac.jp/library/ 

東京成徳学園十条台キャンパス図書館  

本学教員による著作の一部（2014 年以降出版）をご紹介いたします。図書館１階カウンター横の壁面書架に「教員著作 

コーナー」として配架していますので、講義で接する以外の先生方の研究に触れてみて下さい。もちろん貸出もできます。 

在学生の方へ 
在学生への貸出は、通常通りとなります。但し、３月１６日（水）より、館内整理のため 

休館いたしますので、今年度の最終貸出日は、３月１５日（火）となります。 

また、３月２日（水）以降の貸出については、返却期限日が４月９日（土）となります。 

卒業予定者（短大 2年生、大学 4年生）の方へ 
卒業予定者への貸出は、２月２７日（土）が最終返却日となります。 

忘れずに当日までにご返却下さい。  

○永井聖二先生（子ども学部・学部長） 

『教育学入門』（共編著）放送大学教育振興会 2015 年刊 

『消費社会と子どもの文化』（共編）学文社 2015 年刊 

○米谷茂則先生（子ども学部） 

『読書科からの希望の学習』（単著）悠光堂 2014 年刊 

○塩谷香先生（子ども学部） 

『生活習慣が身につく子どもと保護者へのことばがけ』（単著）ひかりのくに 2014 年刊 

『保育者のコミュニケーションスキル：子どもが育つ保護者も育つ』（単著）少年写真新聞社 2015 年刊 

○益田早苗先生（子ども学部） 

 『再構児童福祉：子どもたち自身のために』（共著）筒井書房 2014 年刊 

『ヒューマン･セクシュアリティ論ノート：看護･保育･教職課程のために』（単著）大空社 2015 年刊 

○長野麻子先生（子ども学部） 

 『子どもの育ちと保育：環境･発達･かかわりを考える』（分筆）金子書房 2015 年刊 

○吉田直哉先生（子ども学部） 

『保育原理の新基準』三恵社 2014 年刊 

『実践力がつく保育実習』（分筆）大学図書出版 2014 年刊 

『実習まるわかりガイドブック：持ち歩きたいこの一冊!』（分筆）大学図書出版 2015 年刊 

○村山純先生（経営学部） 

 『経営論ノート : 経営学の基礎知識でポスト工業化時代の経営を考える』（単著）メタモル出版 2015 年刊 

○大塚良一先生, 福山多江子先生, 田中浩二先生（幼児教育科） 

 『幼稚園教諭･保育士のための実習ガイドブック』（共編著）大学図書出版 2014 年刊 

 

＊変更される場合があります。HP や掲示板をご確認下さい。 


